








【要約】

 三重大学病院産科病棟で出産した女性の中で、産後にうつ病に罹患した 40 名を対象に、

メンタルヘルスに関した産前教育の受講一未受講妊婦の 2群に分けて、産前教育の効果に

ついて比較検討した。

 方法は、エジンバラ産後うつ病調査票(EPDS)と臨床診察を用いて、初診時、6週間後、12

週間後の 3 時点で評価を実施した。産後うつ病に罹患した母親(40 名)のうち、18 名は産

前教育の受講例、22 名は未受講例であった。受講例では未受講例に比較して、うつ病の

発病後に早期に精神科医を受診していた(p＜O.001)。また、受講例の初診時の EPDS 平均

得点は、未受講例と比較して有意に低(p＜0.01)、6 週間後でも低値であった。産前教育

の場において、産後の精神疾患についての知識や予防を与えることは、産後うつ病の受療

率の上昇に関して有用な結果をもたらすことが示唆された。


